
観察した鳥類チェックリスト

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212 車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2015年5月9日（土）
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鳥の博物館手賀沼定例観察会

　
緑色の季節

【5月のテーマ】　

　　案内人：染谷迪夫、蒲田知子（鳥の博物館市民スタッフ）

 

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

　
新緑の季節は様々な生き物が活発に動き始めます。鳥は子育ての時期です。
博物館で観察しているフクロウの巣箱では、ヒナが３羽うまれました！

　生き物たちは冬の間、寒さをしのぐために、どんな工夫を
しているのでしょうか。生き物たちの冬の姿を観察してみま
しょう。また、餌が少ない冬の間の鳥たちの食料事情も調べ
てみましょう。

　

5月は愛鳥週間です

↑5月1日のヒナの様子、8日後はどのくらい成長しているかな？

　
　5月10日から１６日は愛鳥週間です。愛鳥週間が始まるきっかけとなったのは、
アメリカのBird Day（5月4日）で、日本では１９４７年の4月１０日にバード デー
が定められました。その後、日本の北の地域では、まだ4月は積雪があることから、
一ヶ月ずらした5月１０日に変更されました。１９５０年からは5月１０日から１６
日までの一週間となり、現在の愛鳥週間が始まりました。



2013年4月13日（土）

　
❷鳥の繁殖行動を探そう

　
❶身近な自然の中から「日本の色」を探してみよう

４月から5月の手賀沼周辺では、こんな鳥たちの繁殖シーンがみられます。葉の緑色

フジの紫色

青苔（あおこけ） 古茶（ふるちゃ） 笹色（ささいろ） 苔色（こけいろ）

緑茶色 洋緑色 草緑色 早苗色（さなえいろ）

萌黄（もえぎ） 鶸萌黄（ひわもえぎ） 藍砥茶（あいとのちゃ） 新緑色

本紫（ほんむらさき） 青紫（あおむらさき） 江戸紫（えどむらさき） 南京藤（なんきんふじ）

紫 藤納戸（ふじなんど） 藤紫（ふじむらさき） 紫苑（しおん）

紅碧（べにみどり） 棟色（おうちいろ） 端色（はしたいろ） 紫陽花青（あじさいあお）

＊色には別名があるものもあります

＊

モズのヒナへの給餌（きゅうじ） ヒナ連れのコブハクチョウ

ハシボソガラスの営巣（えいそう） ホオジロのさえずり

ツバメの巣材集め ムクドリの番（つがい）

0 px

メモ：観察した繁殖行動を書き込もう


